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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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公益社団法人埼玉県獣医師会創立70周年記念事業及び
平成３０年度狂犬病集合予防注射実施者講習会の開催について

　本会は昭和24年₂月の創立以来70周年を迎えました。これはひとえに歴史を刻んできた会員の皆様を始め
関係各位のご指導の賜物と深く感謝を申し上げる次第でございます。
　つきましては、下記により記念事業を開催することといたしました。10年に一度の記念すべき事業です。
また、今後オリンピックで世界の人々を迎えるにあたり、狂犬病をはじめとする人獣共通感染症予防や生産
から流通までの広範囲にわたる食の安全安心確保など、我々獣医師に課せられた使命は計り知れないものが
あります。今回は狂犬病集合予防注射実施者講習会としても開催させていただきますので、ぜひとも皆様多
数ご出席をいただき、社会に貢献する獣医師会であることを再認識していただきますようご案内申し上げま
す。

� 公益社団法人　埼玉県獣医師会　会長　髙橋　三男

会員各位

記

開催日　平成30年11月25日（日）
場　所　清水園（さいたま市大宮区東町2-204）₃階
内　容
　₁　創立70周年記念事業及び平成30年度集合狂犬病予防注射実施者講習会
　　　⑴　記念式典　　14：00～15：20
　　　⑵　記念講演会　15：30～17：20
　　　　　ア　狂犬病など人獣共通感染症について（仮題）
　　　　　　　（公社）日本獣医師会副会長　酒井健夫　様
　　　　　イ　二次診療、高度獣医療の実態と今後の展望（仮題）
　　　　　　　東京大学教授　辻本　元　様
　　　　　ウ　県政における課題と対応（仮題）
　　　　　　　埼玉県知事　上田清司　様

　₂　祝賀会　17：40～19：30
　　　来　賓　埼玉県知事、さいたま市長、国会議員、県・さいたま市議会議員、
　　　　　　　日本獣医師会会長、埼玉県医師会会長ほか
　　　参加費　会員5,000円

　記念式典及び記念講演会を平成30年度集合狂犬病予防注射実施者講習会として開催します。
　集合狂犬病予防注射実施希望の先生におかれましては必ず受講をお願いいたします。
　受付開始は13時00分としますので、開始時間に遅れることのないようお願い申し上げます。
　祝賀会参加費　会員5,000円（ぜひ出席していただき、多方面にわたる来賓の方と情報交換をしてくださ
い。）
　なお、開業部会会員の出欠席については、各支部ごとに取りまとめることとしておりますので、各支部か
らの連絡をお待ちください。

ご案内

勤務部会の会員の皆様へ
　勤務部会（衛生支部、農林支部、団体支部）の会員は出欠席について、平成30年10月25日（木）
までに、本会報に同封の「出欠席報告書」を事務局に送付してください。（FAXまたはE-mail）
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平成30年度
「関東・東京合同地区獣医師大会（茨城）、獣医学術関東・東京

合同地区学会」の開催

　平成30年₉月₉日（日）、茨城県つくば市の「つくば国際会議場」において平成30年度関東・東京合同地
区獣医師大会・三学会が盛大に開催されました。
　厳しい暑さもようやく和らぎ、会場には1,354名と多くの関東・東京地区獣医師会関係者や一般参加者が
集い、地区獣医師大会、獣医学術発表、、市民公開講座、動物用医薬品・機器等の展示が行われました。

　地区獣医師大会は、午後₁時から大ホールにおいて開催されました。
　宇佐美晃大会会長（茨城県獣医師会会長）から歓迎と御礼の挨拶がありました。
　祝辞は、御来賓の農林水産省消費安全局長、厚生労働省健康局長及び大臣官房生活衛生・食品安全審議官、
環境省自然環境局長、岡田宏参議院議員、大井川和彦茨城県知事、五十嵐立青つくば市長、諸岡信裕茨城県
医師会長、酒井健夫日本獣医師会副会長の皆様から頂きました。
　物故会員に対する黙祷、「獣医師の誓い」95年宣言」の朗読の後、表彰式に移り、獣医事功績者表彰75名

平成30年度関東・東京合同地区獣医師大会

獣医師大会で歓迎と御礼の挨拶をする宇佐美晃大会会長（茨城県獣医師会会長）
壇上左から₅番目が髙橋三男会長
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が表彰されました。
　本県からは、次の₉名の皆様が獣医事功績者表彰受賞の栄に輝かれました。今後とも益々の御活躍を御祈
念申し上げます。
　土谷寛先生（さいたま市支部）、石黒博之先生（南支部）、栢森武等先生（西支部）、峯岸則之先生（北支部）、
宮澤真澄先生（東支部）、久勝論先生（東支部）、鈴木儀弘先生（東支部）、中村眞幸先生（衛生支部）、鉢須
桂一先生（農林支部）

　続いて、議長に宇佐美晃大会会長を選出し、議事に入りました。昨年度の大会を担当した東京都獣医師会
の村中志朗会長が平成29年度事業についての経過を報告した後、第₁号から第₅号の議案が一括上程され、
全ての議案が原案のとおり決議されました。これらは、直ちに大会宣言として採択されるとともに、会場に
大会スローガンとして掲げられ、その早期実現に会員が邁進していくことを誓い合いました。

獣医事功績者表彰を受けられた先生方
左から　�宮澤真澄先生（東支部）、久勝論先生（東支部）、栢森武等先生（西支部）、髙橋三男会長、土谷寛先生（さいたま市支部）、�

鈴木儀弘先生（東支部）

平成30年度関東・東京合同地区獣医師大会宣言
　₁　社会のニーズに答え得る「良質かつ高度な獣医療供給体制」を確立する
　₂　獣医師会活動の基盤となる会員数と組織率を増強し、狂犬病予防注射接種率の向上を図る
　₃　ペット同行避難、さらなる認知・理解を地域社会に根付かせる
　₄　「One Health」の理念に基づき人と動物の共通感染症について正しい知識の普及啓発する
　₅　人と動物の共生社会における「心のバリアフリー」を構築する
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平成30年度関東・東京合同地区獣医師大会スローガン
　₁　社会のニーズに答え得る「良質かつ高度な獣医療供給体制」を確立しよう
　₂　獣医師会活動の基盤となる会員数と組織率を増強し、狂犬病予防注射接種率の向上を図ろう
　₃　ペット同行避難、さらなる認知・理解を地域社会に根付かせよう
　₄　「One Health」の理念に基づき人と動物の共通感染症について正しい知識を普及啓発しよう
　₅　人と動物の共生社会における「心のバリアフリー」を築いていこう

　終わりにあたり、平成31年度の開催を担当する千葉県獣医師会の市川陽一朗会長が挨拶に立ち、開催日程
等を紹介して、大会は午後2時に閉会となりました。

　　　　平成31年度関東･東京合同地区獣医師大会、獣医学術関東･東京合同地区学会（千葉県）の開催日程
　　　　　　月　日　　平成31年10月27日（日）
　　　　　　会　場　　幕張メッセ
　　　　　　　　　　　千葉市美浜区中瀬2-1
　　　　　　　　　　　電話　043-296-0001

　一般市民を対象とした市民公開講座は、「最近の動物由来感染症について」（ダニが媒介する感染症）と題
し、午前10時30分から「大ホール」において開催されました。
　講演₁
　　演　題　ダニ媒介感染症の概要「動物のSFTSと動物からの感染リスク」
　　講　師　国立感染症研究所獣医科学部部長　森川　茂　先生
　講演₂
　　演　題　動物由来感染症の現状「人とペットの正しいお付き合いとは！－動物由来感染症を考える－」
　　講　師　茨城県医師会会長　諸岡信裕　先生

市民公開講座

　各学会の審査会が開催されている時間を利用して、午後4時20分から₂階「中ホール」において特別講演
が開催されました。
　　演　題　「明日から使える周術期の麻酔管理と疼痛管理のコツ」
　　講　師　酪農学園大学准教授　佐野忠士　先生

特別講演

　日本産業動物獣医学会、日本小動物獣医学会、日本獣医公衆衛生学会の関東・東京合同地区学会は、学会
ごとの会場（小動物獣医学会は₂会場）に分かれて午前₉時から学術発表が行われました。
　各会場では地区学会長の挨拶の後、昼食と獣医師大会を挟み、午後₄時25分まで77題の研究発表が行われ、
本県からは産業動物獣医学会₂題、小動物獣医学会₂題、計₄題が発表されました。（別掲）

平成30年度獣医学術関東・東京合同地区学会
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　なお、来年₂月₈日（金）から10日（日）には神奈川県横浜市で日本獣医師会獣医学術学会年次大会が開
催されますので、多くの皆様の御参加をお待ちしております。

　午後₅時30分から₁階「大会議室」において優秀発表者の表彰式が行われ、終了後は交流会が開催され、
関係者との交流を深めることができました。

地区学会優秀発表者表彰・交流会

審査員や座長を務められた地区学会幹事の先生方

獣医公衆衛生学会

島田慎一先生
（衛生支部）

小動物獣医学会

諸角元二先生
（東支部）

産業動物獣医学会

福田昌治先生
（農林支部）

左から　�宇佐美晃大会会長（茨城県獣医師会会長）、斉藤良幸先生（農林支部）、酒井健夫日本樹医師会副会長、諸角元二小動物獣医学
会幹事（東支部）、北村直人日本獣医師会顧問、小林精一郎先生（衛生支部）、島田慎一獣医公衆衛生学会幹事（衛生支部）、
髙橋三男会長、灰井康佑先生（団体支部）、中村滋副会長、曾田泰史先生（農林支部）、小暮一雄副会長、瀧沢慶太先生（農林
支部）、福田昌治産業動物獣医学会幹事（農林支部）、宗像俊太郎先生（南支部）
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平成30年度関東･東京合同地区獣医師大会、獣医学術合同地区学会の参加者（埼玉県獣医師会）

支 部 名 開業支部 衛生支部 農林支部 団体支部 事務局 合計

参加者数 26人 3人 5人 4人 3人 41人

∞∞∞日本産業動物獣医学会（関東・東京）∞∞∞
　白井淳資地区学会長（東京農工大学農学部教授）のもとで23題の発表がありました。
　本県からの発表は次の₂題でした。

　　演　題　名：膣内電気抵抗値およびスメアを用いた鈍性発情母豚活用技術の開発
　　発　表　者：瀧沢慶太　ほか（埼玉県農業技術研究センター）

　　演　題　名：埼玉県内で検出された大きな欠損があるマレック病ウイルスmeq遺伝子
　　発　表　者：曾田泰史（埼玉県中央家畜保健衛生所）

∞∞∞日本小動物獣医学会（関東・東京）∞∞∞
　小山秀一地区学会長（日本獣医生命科学大学獣医学科教授）のもとで41題の発表がありました。
　本県からの発表は次の2題でした。

　　演　題　名：猫の子宮癌肉腫の₁例
　　発　表　者：山下啓吾　ほか（麻の葉動物病院）

　　演　題　名：後頭骨の陥没骨折を起こした外傷性小脳損傷の犬₂例
　　発　表　者：灰井康佑　ほか（とがさき動物病院）

平成28年度獣医学術関東・東京合同地区学会　発表演題

産業動物獣医学会での発表者

曾田泰史先生
（農林支部）

瀧沢慶太先生
（農林支部）
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∞∞∞日本獣医公衆衛生学会（関東・東京）∞∞∞
　丸山総一地区学会長（日本大学生物資源科学部教授）のもとで12題の発表がありました。

小動物獣医学会での発表者

灰井康佑先生
（団体支部）

山下啓吾先生
（東支部）



8

平成30年₉月20日

会員各位

公益社団法人埼玉県獣医師会

会　長　　髙　橋　三　男

西日本豪雨災害動物救護活動等支援金の募集終了について

　今回の西日本豪雨災害の発生に伴い、我々の仲間である現地の動物診療獣医師はじめ多くの方々が、多大

で困難な事情に直面しました。埼玉県獣医師会は、日本獣医師会が定めた「平成30年度西日本豪雨災害動物

救護活動等支援金募集要領」の趣旨に則り、会員の皆様に支援金を募りましたところ、₉月２０日現在で�

631,０００円のご協力をいただきました。

　この度、日本獣医師会から、₉月末日をもって募集を終了するとの連絡がありました。

　集まった支援金は日本獣医師会に送金するとともに、ご協力いただいた会員の皆様には領収書を送付させ

ていただきます。

予　　告

埼玉県獣医師会北支部長　大橋　邦啓
しゃくなげ会埼玉県支部長　柿沼　清市

　北支部・しゃくなげ会埼玉県支部では、千葉県農業共済組合連合会　西部家畜診療所八千代出張所　清水
秀茂　先生をお招きし、合同学術研修会および動物慰霊祭を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待
ちしております。

日　　時　平成30年10月19日（金）
　　　　　14：30～16：30（動物慰霊祭（13：30～）終了後）

場　　所　埼玉県熊谷家畜保健衛生所講堂
　　　　　熊谷市円光1-8-30
　　　　　TEL 048-521-1274

演　　題　「酪農場ベンチマーキングについて」

講　　師　千葉県農業共済組合連合会　清水秀茂　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会・しゃくなげ会会員　無料
　　　　　会員以外の受講者　　　　　　　　3,000円

北支部・しゃくなげ会合同研修会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　産1（6）・産3（4）①）

星川

至大宮 至高崎

八木橋
デパート

円光

至太田

17

熊谷駅

熊谷家畜保健衛生所
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東支部長　渋谷　正志
学術委員　佐久間昭仁

　東支部では、10月21日（日）中島　亘先生（公益財団法人 日本小動物医療センター　消化器科　科長）
をお招きし、「犬の蛋白漏出性腸症 UP DATE 2018」と題して学術講習会を開催いたします。中島先生から、
受講者の先生に送られました講習会の概略をご紹介いたします。
　「犬の蛋白漏出性腸症PLEはいくつかの疾患（慢性腸症、腸リンパ管拡張症、大細胞性リンパ腫、小細胞
性リンパ腫など）によっておこる症候群ですが、発症年齢、犬種、臨床徴候、検査所見、治療反応性、予後
にバリエーションがあります。
　今回の講演では、一次診療医が知っておくべきPLEの犬種的特徴、鑑別疾患、超音波検査所見、治療の選
択肢、予後予測などをできるだけ詳しくお話ししたいと思います。
　また、我々の最近の研究から明らかになった新規血液マーカー、病態、新規治療についてもご紹介する予
定です。」
日　　時　平成30年10月21日（日）
　　　　　１４ ： ３０〜１８ ： ００頃（受付１４ ： ００～）
　　　　　※講演内容、休み時間などで多少前後いたします。
場　　所　越谷サンシティ
　　　　　越谷市南越谷1-2876-1
　　　　　TEL 048-985-1111

演　　題　「犬の蛋白漏出性腸症　UP DATE 2018」

講　　師　公益財団法人 日本小動物医療センター　消化器科
　　　　　科長　中島　亘　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　1,000円（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円（シラバス代、飲み物代含む）

東支部学術講習会のお知らせ①
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）小2（4）小3（7））

サンシティホール

新
越
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駅
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立
越
谷
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ス
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イ
ツ
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ン

南越谷駅
JR武蔵野線

ホテル
サンオーク

至南浦和 至吉川

常陽銀行

ダイエー
南越谷店

トヨタ
カローラ

東支部長　渋谷　正志
学術委員　佐久間昭仁

　東支部では、12月₉日（日）松木　直章先生（まつき動物病院）をお招きし、「犬と猫の糖尿病の維持管理・
糖尿病性ケトアシドーシス」と題して学術講習会を開催いたします。松木先生から、受講者の先生に送られ
ました講習会の概略をご紹介いたします。
　「糖尿病の犬・猫ともに、血糖コントロールに苦慮している先生は少なくないと思います。早期に良好な
血糖コントロールに導入するため、インスリン製剤の選択のツボや、新しい血糖測定デバイスの使用法を紹
介します。ケトアシドーシスの治療法の要所についても解説します。」
　今年度の東支部最後の講習会となります。多くの先生の出席をお待ちしています。

日　　時　平成30年12月₉日（日）
　　　　　１４ ： ３０〜１８ ： ００頃（受付１４ ： ００～）
　　　　　※講演内容、休み時間などで多少前後いたします。

場　　所　越谷サンシティ
　　　　　越谷市南越谷1-2876-1
　　　　　TEL 048-985-1111

演　　題　「犬と猫の糖尿病の維持管理・糖尿病性ケトアシドーシス」

講　　師　まつき動物病院　院長　松木　直章 先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　1,000円（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円（シラバス代、飲み物代含む）

東支部学術講習会のお知らせ②
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（4）小3（12））

サンシティホール
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常陽銀行
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南越谷店

トヨタ
カローラ
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南支部長　田中　裕
学術委員　大野　潤

　南支部では、11月₄日（日）に学術講習会を開催します。
　講師の先生は、どうぶつの総合病院画像診断科主任　米国画像診断専門医　福田祥子先生をお招きいたし
ます。テーマは「犬と猫の消化器の超音波画像診断」です。
　多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年11月₄日（日）
　　　　　14 ： 00～17：00（受付13：30～）

場　　所　埼玉会館　７A会議室
　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
　　　　　TEL 048-829-2471

演　　題　「犬と猫の消化器の超音波画像診断」

講　　師　どうぶつの総合病院　画像診断科　主任
　　　　　米国画像診断専門医　福田　祥子先生

参加費　埼玉県獣医師会会員　　　無料
　　　　会員外　　　　　　　5,000円

南支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）小2（7））

※浦和駅西口より徒歩6分

●埼玉会館案内図

埼玉県庁

埼玉県庁
第2庁舎

県
立
図
書
館

郵
便
局

伊
勢
丹
・
コ
ル
ソ 浦

和
駅

西
口

至大宮

至東京

埼玉会館

県庁通り

中
山
道

国
道
17
号 県庁通り
国
道
17
号

旧
中
仙
道

北支部長　大橋　邦啓
学術委員　田口　正行

　北支部では、12月９日（日）奥野征一先生（群馬県伊勢崎市開業、神経・筋疾患専門病院　ACORN獣医
神経病クリニック院長）をお招きして『疼痛を主徴とする神経筋疾患の診断と治療』と題して学術講習会を
開催いたします。
　原因不明の疼痛を主徴として来院され、頸の椎間板疾患を疑って治療する機会は多いと思います。明らか
な頸部痛があればいいのですが、診察台の上で痛みを示してくれない症例も多く、診断・治療に不安を感じ
ている先生は多いことと思います。
　この機会に神経・筋疾患の専門病院を開業されている奥野先生に診断、治療について整理していただいて
は如何でしょうか？
　多くの先生方のご参加をお待ちしています。

日　　時　平成30年12月９日（日）
　　　　　13：30～17：00

場　　所　深谷市男女共同参画推進センター　多目的ホール
　　　　　深谷市上柴町西4-2-14　アリオ深谷3F（キララ上柴内）
　　　　　TEL　048-573-4761
　　　　　※深谷駅南口よりアリオ深谷行の無料循環バスが運行しています。

演　　題　「疼痛を主徴とする神経筋疾患の診断と治療」

講　　師　獣医神経病クリニックACORN　院長　奥野　征一　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　3,000円

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（4）小3（12））

高崎線

★
アリオ深谷

上柴中学校

上柴中央公園

深谷市男女共同参画
推進センター
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　小
こばやし

林　浩
ひ ろ こ

子
団体支部

小
こばやし

林　美
み き

樹
団体支部

支　部　名 氏　　　　　名 診療所所在地・名称
団体 小　林　美　樹 川口市・川口動物医療センター
〃 小　林　浩　子 越谷市・さくま動物病院

開業部会

新　入　会　員
新入会員報告

　平成30年₈月21日（火）、午後₃時30分から、埼玉会館₄A会議室において農林支部と衛生支部の合同に

より研修会を開催し、開業部会各支部長にも出席していただき、多数の会員が参加いたしました。

　この研修会には、髙橋三男埼玉県獣医師会会長を講師にお招きし、獣医師を取り巻く最近の情勢などにつ

いてお話しを賜り、それぞれの職域で活用しようと計画したものです。

　来賓として出席していただいた日本獣医師会

の古賀俊伸事務局長には、挨拶のなかで日本獣

医師会を取り巻く最近の話題についてお話いた

だきました。

　髙橋会長からは、70周年を迎えた埼玉県獣医

師会の会長として、また、₃期目となった全国

獣医師会会長会議の常設議長としての経験も踏

まえて、獣医師会を取り巻く状況について、大

変有意義なお話をしていただきました。最後に、

皆さんの人生はこれから先が長いので、常に先を読んで行動していただき、県民に信頼される公務員として

農林支部・衛生支部合同研修会で髙橋三男会長が講演

農林支部長　　黒田　浩之
衛生支部長　　髙島　將彦

ひ　ろ　ば

ご挨拶を頂いたご来賓

古賀俊伸日本獣医師会事務局長 篠崎豊農林部長
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頑張ってくださいと激励のことばを述べられて講演を締めくくりました。

　また、講演終了後には、公務の合間を縫ってご出席いただいた篠崎豊埼玉県農林部長に挨拶をしていただ

きました。

　講演会終了後、会場を移して情報交換会を開催いたしましたところ、講師をお願いしました髙橋会長、来

賓の日本獣医師会古賀俊信事務局長及び駒田事務局次長はもとより、埼玉県から根岸章王食品安全局長、梅

本祐子みどり自然課長にも、お忙しい時間を割いていただいてご同席を賜りました。

　50名を超す人数で大変賑やかに、有意義な時間を過ごすことができました。会員一同、改めて、御礼申し

上げます。

ご講演をいただく髙橋三男会長

前列左から　�野澤裕子熊谷家畜保健衛生所長（農林支部）、別部博司西支部長、大橋邦啓北支部長、中村滋副会長、古賀
俊伸日本獣医師会事務局長、高橋三男会長、駒田逸哉日本獣医師会事務局次長、根岸章王食品安全局長、
渋谷正志東支部長、山中利之さいたま市支部長
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　さる₉月₉日（日）茨城県獣医師会主催、平成30年度関東・東京地区獣医師大会・三学会が筑波国際会議
場にて盛況に開催されました。
　翌₉月10日（月）、日本ゴルフツアー選手権も開催された名門宍戸ヒルズカントリークラブに於いて親善
チャリティーゴルフコンペが₇都県１政令指定都市獣医師会会員108名の参加で開催され、私共（公社）埼
玉県獣医師会ゴルフ同好会より12名が参加してまいりました。
　上位4名のグロススコアで争う団体戦では、昨年優勝の防衛を目指しましたが、おしくも₁打差で₃位の
成績になりました。また、新ぺリア集計での個人戦においては、10位毎の飛び賞を北支部小島満先生、同じ
く北支部の山田和男先生、東支部渋谷正志先生、団体支部中村久江先生、さいたま市支部小堺正人が受賞し
ました。和やかな雰囲気で行われた懇親会の後、団体戦第₃位の記念として別添の写真を撮影いたしました。
来年度、千葉県獣医師会主催の大会で、団体戦優勝を目指して、さらなる精進をしていきたいと思います。

団体戦結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県獣医師会グロス上位₄名
優　勝　東京都獣医師会　　339ストローク　　　　さいたま市支部　小堺正人先生　82（41・41）
準優勝　千葉県獣医師会　　339ストローク　　　　衛生支部　　　　増田　淳先生　83（40・43）
第₃位　埼玉県獣医師会　　340ストローク　　　　北支部　　　　　大野秀樹先生　87（43・44）
第₄位　横浜市獣医師会　　340ストローク　　　　農林支部　　　　斉藤良幸先生　88（41・47）
第₅位　神奈川県獣医師会　345ストローク
第₆位　茨城県獣医師会
第₇位　群馬県獣医師会
第₈位　栃木県獣医師会

平成30年度関東・東京合同地区獣医師会
親善チャリティーゴルフ大会参加報告

（公社）埼玉県獣医師会ゴルフ同好会会長　長谷川繁雄
報告　さいたま市支部　小堺　正人

前列左から　�増田淳先生（衛生支部）、斉藤良幸先生（農林支部）、小堺正人先生（さいたま市支部）、
大野秀樹先生（北支部）、渋谷正志先生（東支部）、

後列左から　�森田良先生（東支部）、山田和男先生（北支部）、長谷川繁雄先生（東支部）、豊泉正重先生（西
支部）、田口修先生（東支部）



14

お 知 ら せ
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30日獣発第161号
平成30年₉月13日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会
会長　藏　内　勇　夫

（公印及び契印の押印は省略）

獣医師法第₈条第₂項に該当する獣医師の処分について

　このことについて、平成30年₈月₇日付け30消安第1136号-2をもって、農林水産省消費・安全局畜水
産安全管理課長から別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は獣医師法（昭和24年法律第186号）第₈条第₂項の規定に基づく処分が平成30年₇
月23日付けで行われ、公表されたことを通知するものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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別添
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広告

事　務　連　絡
平成30年₉月13日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会
専務理事　境　　政　人

動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する
省令の制定について

　このことについて、平成30年₈月₃日付け事務連絡をもって、農林水産省消費・安全局畜水産安全管
理課課長補佐から、別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年
法律第145号）第83条の₄第₁項の規定に基づき、動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令
の一部を改正する省令（平成30年農林水産省令第52号）が公布・施行され、（1）フロルフェニコールを
有効成分とする注射剤、（2）フロルフェニコール及びフルニキシンメグルミンを有効成分とする配合剤
たる注射剤について用法及び用量等が追加・設定された旨本会に連絡されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

※別添省略
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切り抜きニュース

奄美のノネコ捕獲論争、
島の固有種捕食で対策

　世界自然遺産を目指す鹿児島県の奄美大島で、
野生化した猫（ノネコ）を山中で捕獲する環境省
の対策が始まった。「島の固有種を捕食している」
との理由からで譲渡先が見つからない猫は殺処分
される。これに対し、「まずは避妊・去勢手術を
大規模に進めるべきだ」として反対する人々は、
島に動物病院を開設した。
　環境省によると、島のノネコは６００～１２００匹程
度と推計される。これに家で飼われている「飼い
猫」、家の周辺にいる「野良猫」を加えると₁
万５０００匹になるともいわれる。
　ノネコと野良猫の線引きは特に難しい。野良猫
は餌をもらうなどして暮らすが、集落を離れて山
に入り、野生化するとノネコとして区別される。
環境省は山中に仕掛けたわなにかかれば、首輪が
あるなど人の管理下にあるとわかる猫を除いてノ
ネコとして扱う方針だ。
　捕獲は₇月中旬に始まった。森林総合研究所（茨
城県つくば市）の現地調査によると、ノネコのフ
ンを分析した結果、一部からアマミノクロウサギ
を食べた証拠が見つかったという。
　環境省と県、地元₅市町村は今年₃月にノネコ
の管理計画を作成。環境省は捕獲を実施し、地元
自治体でつくる協議会は一時収容施設の運営と
「安楽死」と呼ぶ薬剤による殺処分を行う。
　わなは、月３０匹を目標に約１００基設置。これま
でに１１匹のノネコが捕獲され、うち₄匹は避妊・
去勢手術後に動物愛護団体などを通じて島内外に
譲渡された。残る₇匹も譲渡に向けて調整が続け
られているため、今のところ殺処分は行われてい
ない。
◆「譲渡できねば殺処分」「不妊手術進めて」
　殺処分に反対の人々は、猫を捕獲して避妊・去
勢手術をした後、元の場所に戻す「ＴＮＲ」に力
を入れるべきだと主張する。
　公益財団法人どうぶつ基金（兵庫県芦屋市）は
₈月１５日、無料で猫の手術を行う「あまみのさく
らねこ病院」を奄美市に開設した。月６００～１０００

匹を目標にしており、同基金の佐上邦久理事長は
「野良猫の対策を進めれば、ノネコの減少につな
がる」と話した。
　ＮＰＯ法人ゴールゼロ（東京都中野区）は昨年
１０月以降、約₅万人の反対署名を中川環境相らに
提出。奄美で捕獲された猫の引き取り活動も行っ
ている。獣医師の斉藤朋子代表（４４）は「殺処分
は本当に必要なのか。やれることをやらずに突き
進んでいると感じる。保護・譲渡をもっと前面に
押し出すべきだ」と訴える。
　一方、推進派は、全てのノネコを捕獲するのは
難しい上に猫は繁殖力が強いため、ＴＮＲで効果
を上げるのは難しいとの立場だ。研究者らでつく
る「外来ネコ問題研究会」会長で、アマミノクロ
ウサギ研究者でもある山田文雄さんは「現実的な
のは捕獲したノネコを元の場所に戻さないこと。
希少な野生動物保護が優先されるべきだ」と主張
する。
　環境省希少種保全推進室の番匠克二室長は「島
固有の貴重な生態系を守るために、住民の啓発活
動も進めてノネコを出さない努力もしていきた
い」と話す。� 平成30年₉月₁日　読売新聞

災害時、ペットはどうする？
同行避難、指針で呼びかけ

　西日本豪雨や北海道を襲った地震など各地で災
害が相次ぐなか、環境省はペットの飼い主向けの
災害対策ガイドライン「災害、あなたとペットは
大丈夫？」を作成し、１３日、公表した。ペットを
守るためには一緒に避難する「同行避難」が重要
だとし、しつけなど普段からの適切な飼育や、ペッ
ト用の避難用品の準備といった備えが有効だとし
て実践を呼びかける。
　ガイドラインは同行避難などに備えた事前の対
策として、持ち運び用のケージを準備して慣れさ
せておくことや、決めた場所での排泄（はいせつ）
などのしつけ、ワクチンの接種などを挙げている。
避難所にペットへの支援品が届かない場合もある
ことから、ペットフードやトイレ用品などペット
用の避難用品の準備も薦める。また、ペットとは
ぐれた場合に備え、マイクロチップの挿入や飼い
主情報の登録も対策として挙げた。
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　また、避難所ごとに屋内でペットと一緒に過ご
せる場合や、飼い主とは別に屋外飼育が求められ
る場合、ペット受け入れ不可など、ルールが異な
る。過去の災害で、避難所がペット受け入れ不可
だったため、飼い主がペットと屋外で過ごした
ケースがあったといい、事前に避難所の情報を集
めておくことが重要だとしている。
　災害発生時には、準備した避難用品をもって避
難所に向かう。避難所でどうしてもペットを車の
中に残さないといけない場合は、車内の温度に注
意し、十分な飲み水を用意することを求めている。
環境省によると、２０１１年の東日本大震災など過去
の災害では、避難所でペットがほえたり、毛が飛
び散ったりして、飼い主とほかの避難者の間でト
ラブルになるなどペットを巡る問題が相次いだ。
　このため、環境省は１３年に災害時のペット対策
をまとめた自治体向けのガイドラインを作成。さ
らに、飼い主向けにも災害に備えた「心得」をま
とめることにした。
　環境省動物愛護管理室の長田（おさだ）啓室長
は「災害が起きる前の飼い主の準備が重要になる。
事前にしっかり目を通して、災害に備えてもらえ
れば」と話している。
ガイドラインは環境省のホームページ（https://
www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/
pamph/h3009a.html）で見ることができる。また、
環境省は冊子にして保健所などを通じて、希望者
が入手できるようにする予定だという。
� （川村剛志）
� 平成30年年₉月13日　朝日新聞

飼い犬は「神奈川犬民」
…県が公認のカード発行

　神奈川県は１０日、全国で初めて飼い犬に「犬民
カード」を発行すると発表した。黒岩知事は「ペッ
トは家族の一員。犬民カードという形で公認され
る感覚を楽しんでもらいたい」とＰＲした。
　犬民カードの発行業務はペット情報メディア
「ＰＥＣＯ」（東京都）が担い、黒岩知事は同日、
同社の岡崎純社長と連携協定を締結した。同社が
今月下旬に開設する県民向けサイトに愛犬の名前
や生年月日、写真などを登録すれば、無料でカー

ドを発行する。
　県は今年₇月、迷子犬を飼い主の元に戻せるよ
う、識別番号を登録したマイクロチップを装着す
る費用を補助する事業を始めたが装着率は県内の
登録頭数の２８％にとどまっている。開設するサイ
トでこの事業の普及啓発を図ることで、カードに
興味を持った飼い主にマイクロチップ装着も促し
たい考えだ。
� 平成30年₉月11日　読売新聞

「犬や猫を食べないで…」
市民に当局が通知

　ベトナムの首都ハノイの市当局は１０日付で、今
後、市民に対し、犬や猫を食用にしないよう周知
していくとの通知を出した。ハノイでは近年、犬
などをペットにする市民が増え、犬肉などの料理
を出す店は減ってきているが、犬肉などを卸す店
はいまだに約１０００か所残っているという。
　通知では、理由について、〈₁〉狂犬病などの
伝染病が広がる〈₂〉外国人観光客がハノイに抱
くイメージが悪化する――との懸念を挙げた。ベ
トナムでは、男性が旧暦の月末に犬肉料理を食べ
ると、厄払いになるとの言い伝えがあり、かつて
は犬肉料理が人気を博していた。
� （ハノイ＝田中洋一郎）
� 平成30年₉月14日　読売新聞



22

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月

₅月

₆月１５日（金）
～１７日（日）

第９６回日本獣医麻酔外科学会／第１０８回日本獣医循環器学会／第６３回日本獣医画像診断学会
２０１８春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月₁日（日）
南支部

「手術の基本とアップデート」 
日本大学　浅野　和之　先生

（さいたま市　埼玉会館）

₇月１６日
（月・祝）

東支部
「猫のリンパ腫２０１８」
日本小動物がんセンター　小林哲也　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

７月２９日（日）
北支部 

「犬の正常を知る」 
アニマルクリニックこばやし　小林孝之　先生 

（深谷市　埼玉グランドホテル深谷）

₈月

₉月₉日（日） 平成３０年度　関東・東京合同地区獣医師大会（茨城）獣医学術関東・東京合同地区学会
（茨城県つくば市　つくば国際会議場）

₉月３０日（日）

西支部
「家庭動物の終末期獣医療におけるアジェ
ンダ」「ホームドクターによるイヌの僧房弁
逸脱症の臨床」
所沢愛犬病院　小暮　一雄　先生

（東松山市　ホテル紫雲閣）

１０月１９日（金）

北支部・しゃくなげ会 
「酪農場ベンチマーキングについて」 
千葉県農業共済組合連合会　
清水　秀茂　先生 

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

１０月２１日（日）
東支部 

「犬の蛋白漏出性腸症 UPDATE2018」　 
日本小動物医療センター　中島　亘　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

１１月₄日（日）
南支部 

「犬と猫の消化器の超音波画像診断」  
どうぶつの総合病院　福田　祥子　先生 

（さいたま市　埼玉会館）

12月₉日（日）
北支部 

「疼痛を主徴とする神経筋疾患の診断と治療」 
アニマルクリニックこばやし　小林　孝之　先生 

（深谷市　埼玉グランドホテル深谷）

12月₉日（日）

東支部 
「犬と猫の糖尿病の維持管理、糖尿病性ケ
トアシドーシス」 
まつき動物病院　松木　直章　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

１２月２１日（金）
農林支部 
平成３０年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会 

（場所　未定）

平成３１年
₁月

₂月
衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

₂月₈日（金）
～１０日（日）

平成３０年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（神奈川）
（新横浜プリンスホテル）

₃月₃日（日）
西支部 

「演題　未定」 
日本獣医生命科学大学　水越美奈　先生 

（川越市　川越南文化会館）

₃月17日（日）
西支部 

「演題　未定」 
どうぶつの総合病院 金園　晨一　先生 

（川越市　川越南文化会館）

平成30年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成30年₉月２０日現在）
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₈月21日 農林支部・衛生支部合同研修会（さい
たま市　埼玉会館）

₉月₅日　第1回畜産懇話会（さいたま市　プリ
ムローズ有朋）

₉月₉日　平成30年度関東・東京合同地区獣医師
大会（茨城）、獣医学術関東・東京合
同地区学会（茨城県つくば市　つくば
国際会議場）

₉月30日　西支部学術講習会（東松山市　ホテル
紫雲閣）

10月₈日　ソフトボール大会（さいたま市　大宮
けんぽグラウンド）

10月10日　第₂回獣医事調査委員会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

10月12日　第₃回理事会（さいたま市　埼玉県農
業共済会館）

10月19日　北支部・しゃくなげ会合同研修会（熊
谷市　熊谷家畜保健衛生所）

10月21日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

10月21日　埼玉県歯科医師会創立110周年記念式
典（さいたま市　ソニックシティ）

10月27日　彩の国さいたま動物愛護フェスティバ
ル2018（所沢市　所沢航空記念公園）

10月27日　日本動物看護学会第27回大会開会式
（さいたま市　ソニックシティ）

10月29日　第62回埼玉県公衆衛生大会（さいたま
市　埼玉会館）

11月₄日　南支部学術講習会（さいたま市　埼玉
会館）

11月25日　埼玉県獣医師会創立70周年記念事業
11月30日　平成30年度全国獣医師会会長会議（東

京都千代田区　パレスホテル東京）
11月30日　日本獣医師会創立70周年記念事業
12月₁日　2018動物感謝デー in JAPAN（東京都

世田谷区　二子玉川ライズ）
12月₉日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン

シティ）
12月₉日　北支部学術講習会（深谷市　埼玉グラ

ンドホテル深谷）
12月21日　平成30年度埼玉県保健衛生業績発表会

（場所未定）
平成31年
₂月₈日～10日　日本獣医師会獣医学術学会年次

大会（横浜市　新横浜プリンスホテル）
₃月₃日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）
₃月17日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　その昔、「地震、雷、火事、おやじ」と言っ
て恐れられていたが、今はおやじの怖さはどこ
の家庭でも鳴りを潜めたままだ。しかし火事や
雷は規模が大きくなっており、台風や大雨は
益々巨大化して日本を襲っている。西日本を
襲った豪雨と台風、北海道では猛烈な台風と地
震まで発生した。厚真町のあの山肌は何だ？
ちょっと見ると災害とは思えない景観である。
北海道全体が停電しブラックアウトという言葉
まで使われた。現場の努力で早めに復旧したも
のの電化が益々進んでいる中で電力会社には大
きな課題が突き付けられた。被害は甚大で、農
林水産業の盛んな地域だけに今後我々への影響
は避けられないだろう。本当にお気の毒です。
亡くなられた方々のご冥福を祈ると共に多くの
被害にあった方々が一日も早く復興されること
を願います。
　９月９日に平成30年度関東・東京合同地区獣
医師大会が「つくば国際会議場」で開催された。
本会からも農林支部２名、開業支部１名、団体
支部１名の先生方が発表されました。演者の先
生方、また大会に参加された先生方、大変ご苦
労様でした。
　１0月８日（月・体育の日）には厚生委員会主
催のソフトボール大会が開催されます。今回は
40回目に当たる記念すべき大会となります。
　当初は東松山市内のグラウンドでの開催を計
画しましたが、都合で使用できなくなり、会場
を探していたところ、高橋会長が理事をされて
いるさいたま観光国際協会が管理している大宮
けんぽグラウンドSフィールドで５面確保する
ことができ、開催する事になりました。ソフト
ボール大会も39年間続いたおかげで埼玉県獣医
師会の発展と会員の融和の一助となっているよ
うに思います。他県の会長さんたちにお話をす
ると羨ましがっておりました。皆さん、広々と
した大宮けんぽグラウンドで爽快な一日を過ご
してみませんか？

　10月27日（土）には埼玉県と所沢狂犬病予防
協会が主催し、当会が後援する「彩の国さいた
ま動物愛護フェスティバル２０１８」が所沢航空公
園で開催されます、こちらも同様にご参加くだ
さい。
　また、11月25日（日）には（公社）埼玉県獣
医師会の70周年記念事業が平成30年度狂犬病集
合予防注射実施者講習会を兼ねて行われます。
戦後、本会も畜産業の発展から衰退と共に歩ん
できたが、その後のペットブームと先輩の先生
方の努力のお陰で病院数、会員数も増加してき
た、しかし、この十数年は減少するばかりであ
る。開業獣医師は農耕馬、酪農、肥育牛、養豚、
養鶏、コンパニオンアニマㇽへと各々の先生方
が生活する地域に合わせた対象動物を通して社
会に貢献し、会を発展させてきました。そのご
苦労の上で今があるのです。獣医師ならば会員
になるのは普通の流れです。そして、周年事業
は10年に一度の記念すべき重要な行事です。数
多くの会員の皆さんで御年70歳の我々の会を祝
おうではありませんか。
　大変残念なニュースが飛び込んできました。
26年ぶりに岐阜県内で豚コレラが発生した。明
治から119年間にわたって養豚家を苦しめて来
た豚コレラが平成19年４月でフリー宣言をした
時、ワクチン接種中止は如何なものかと盛んに
論議したものです。これ以上広がらないことを
祈ります。感染経路が心配です。全てが初動で
決まります。国でも豚コレラを診断した獣医師
は数少なく現場は大変だったようです。農林支
部の先生方や関係者の方々は大変でしょうが、
封じ込めに万全の態勢を取って頂くようお願い
いたします。
　気温変化が激しい季節となりました、今年は
異常に暑い夏でしたがやっと落ち着くかもしれ
ません。何方様もご自愛いただくようお願い申
し上げます。� （不動）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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記 事 の 内 容

創立70周年記念事業及び平成30年度狂犬病集
合予防注射実施者講習会の開催について

　������������������₁
平成30年度関東・東京合同地区獣医師大会（茨
城）、獣医学術関東・東京合同地区学会の
開催…………………………………………₂

平成30年度西日本豪雨災害動物救護活動等支
援金の募集終了について…………………₈

予告
北支部・しゃくなげ会合同研修会のお知らせ
　������������������₈
東支部学術講習会のお知らせ①……………₉
東支部学術講習会のお知らせ②……………₉
南支部学術講習会のお知らせ………………10
北支部学術講習会のお知らせ………………10

新入会員報告
新入会員紹介…………………………………11

ひろば
農林支部・衛生支部合同研修会で髙橋三男会

長が講演……………………………………11
平成30年度関東・東京合同地区獣医師会親善

チャリティーゴルフ大会結果報告………13

お知らせ
「彩の国さいたま動物愛護フェスティバル

2018」開催のお知らせ……………………14
岐阜県における豚コレラの発生について…15
獣医師法第₈条第₂項に該当する獣医師の処

分について…………………………………16
日本獣医師会からの通知について…………17

切り抜きニュース
○奄美のノネコ捕獲論争、島の固有種捕食で

対策…………………………………………20
○災害時、ペットはどうする？
　－同行避難、指針で呼びかけ－…………20
○飼い犬は「神奈川犬民」
　…県が公認のカード発行…………………… 21
○「犬や猫を食べないで…」
　市民に当局が通知……………………………21

埼玉県獣医師会学術広報版…………… 22

事務局より
事務局メモ……………………………………23

編集後記………………………………………24


